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•農林水産省「地域の農業を見て・知って・活かすＤＢ」ウェブサイトにア
クセスし今回使用する下記のデータのダウンロードをしてください。
https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/index.htm

•ダウンロード方法の詳細はマニュアル「事前準備編」をご確認ください。

次のページに進む前に
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はじめにお読みください 

本書で作成する事例について（基幹的農業従事者割合の市町村別の推移（能登）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

完成図

•石川県能登９市町における2015年から2020年の基幹的農業従事者の65歳以上と
65歳未満の比率の変化をみることにより、能登地域での基幹的農業従事者の年
齢層の動向を明らかにする。

分析の視点

•農林業センサス 27.個人経営体_年齢別の基幹的農業従事者数（2020年）

•農林業センサス 31_販売農家_年齢別の基幹的農業従事者数（2015年）

使用したデータ

•上記２データのExcelファイルについて、グラフで表示する項目に整理する。

•データは年齢層別のため、新たに65歳未満と65歳以上で集計する。

•市町毎で比較するため、市町毎の合計値以外の値を整理する。

•整理した２データを１つのファイルに統合し、Excelの機能を使用しグラフを
作成する。

作業概要
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（参考）活かす DB のデータについて 

A 列～I 列（基本指標部（赤枠内））と J列～（データ項目列（黄枠内））で構成されています。 

すべてのデータファイルの基本指標部は、レコード数、並び順が一定のため、同一県の他のデータ項目

列を並び替えることなく貼り付けて利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本指標部                  データ項目列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

•A列 KEY・・・農業集落コード

•B列 PREF・・・都道府県番号

•C列 CITY・・・市区町村番号

•D列 KCITY・・・旧市区町村番号

•E列 RCOM・・・農業集落番号

•F列 PREF_NAME・・・都道府県名

•G列 CITY_NAME・・・市区町村名

•H列 KCITY_NAME・・・旧市区町村名

•I列 RCOM_NAME・・・農業集落名
※旧市区町村は昭和25年の市区町村

基本指標部の項目名について
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①Excel データの加工 

概要 
 

ダウンロードしたデータについて、分析に必要なデータを抽出するため整理します。 

2020 年のデータファイル（SA4003_2020_2020_17.xlsx）を開き、データ項目列の中に（県の合計）、

（市区町村の合計）、（旧市区町村の合計）、（各農業集落の値）が混在しているため、今回使用す

る（市区町村の合計）のデータを抽出します。 

65 歳未満と 65歳以上の人数は各年齢層から合計し、比率を計算します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

 

 

県の合計 

（不用） 

市区町村の合計 

（使用） 

旧市区町村の合計 

（不用） 

各農業集落の値 

（不用） 
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（１）フィルターで市町村データのみ表示させる 
 

Excel を起動し、27.個人経営体_年齢別の基幹的農業従事者数のファイルを開きます。 

市区町村別のデータを抽出するため、ホームタブの「並び替えとフィルター」から「フィルター」

またはデータタブの「フィルター」をクリックし、フィルターを設定します。 

D 列（kcity）のフィルターで 00 のみ☑、、E列（rcom）のフィルターで 000 のみ☑を入れます。 
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（２）65 歳未満、65 歳以上の集計 

Z 列以降は今回使用しないため削除し、65 歳未満と 65 歳以上の計をそれぞれ Z 列、AA 列に式を

入力し計算します。最初に Z３セル、AA２セルに入力し、下のセルにコピーします。 

Z１セルには「65 歳未満 2020」AA セルには「65 歳以上 2020」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算式の貼り付けについて 

（２）の作業で値を一部の行を非表示のため、そのままでは非表示のセルにも計算式が貼り付き

ます。計算式を表示しているセルにのみ貼り付けるために、計算式のあるセルを選択しコピーし、

貼り付け範囲を選択した後、ホームタブの「検索と選択」→「条件を選択してジャンプ」→可視

セル→OKをクリック後張り付けると表示されているセルのみ計算式が貼り付けできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択していた範囲の表示

部分のみが選択される 

（非表示部分には貼り付

けられない） 

非表示部分も含めて 

選択されている。 

（参考）計算式入力例 

Z3 セル  =SUM(K3:T3) 

AA3 セル =SUM(U3:Y3) 

2015 と 比 較 す る た め

「2020」を入れる 
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（１）、（２）の作業について、31_販売農家_年齢別の基幹的農業従事者数のデータについても同

様に行います。 

Z１セルには「65 歳未満 2015」AA セルには「65 歳以上 2015」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 としないように注意 
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（３）２つのファイルを統合する 
 

新規の Excel ファイルを起動し、（１）～（４）で加工した２つのファイルから G 列（city_name）、 

J 列（男女_計）、Z列（65 歳未満）、AA列（65 歳以上）を下の図のように貼り付けます。 

2 行目（県の合計値）は削除します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 町 村 名 は

2015、2020 共通 

2020 のファイル

から張り付け 

2015 のファイル

から張り付け 

B 列、F列、G列

は空ける 
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（４）地域名の入力 
 

B 列に地域名（加賀・能登）を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

B 列に地域名を入力 

•能登：七尾市、輪島市、珠洲市、羽咋市、志賀町、宝達志
水町、中能登町、穴水町、能登町

•加賀：金沢市、小松市、加賀市、かほく市、白山市、能見
市、野々市市、川北町、津幡町、内灘町

地域名の内訳
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（５）比率を計算する 
 
F 列～G 列に 2020 年、Ｋ列～L列に 2015 年の 65歳未満、65 歳以上の比率を計算式で入力し、 

フィルターで地名を昇順に並び替えます。 

  

 

 

 

 
 

比率の算出方法 

65 歳未満比率 2020（F列）＝65 歳未満 2020（D列）/男女＿計（C 列） 

 

計算式（少数点第３位で四捨五入しています） 

（F2セル）=ROUND(D2/C2,2)  
（G2 セル）=ROUND(E2/C2,2) 

上記式をそれぞれの列の下方向へコピーします。K 列～L 列も F列～G 列と配置が同じため、計算

式をそのまま張り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

比率入力後、フィルター

で昇順に並び替える 

F 列、G 列の計算式を

コピーして貼り付け 
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②グラフの作成 
（１）グラフ表示のための値の配置換え 
グラフ表示用に①で作成したデータの右横に、地名が「能登」の各市町名を入力し、2015 と 2020

の６５歳未満比率と６５歳以上比率を貼り付けます。 
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（２）棒グラフの挿入 
（１）の作業で貼り付けたセルを選択した状態で Excel の「挿入」タブの縦棒/横棒グラフの挿入

をクリックし、「２-D 縦棒」の一番右「100％積み上げ縦棒」をクリックする。 

グラフが表示されるのでグラフ上でクリックし、表示される  をクリックし、「データの選択」

をクリック。 
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凡例項目の「65 歳未満」をクリックして選択し、赤枠部分をクリックし 65歳以上を上にします。 
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（３）グラフタイトルの追加 
グラフを広げ、グラフタイトルを入力します。凡例はクリックしたまま動かすことができるので、

グラフタイトルの横に移動します。 

 

  

    グラフタイトルが表示されていない場合 

 

 

グラフタイトルが表示されていない

場合は、グラフ上をクリックし、表示

される赤枠部分をクリックし、グラフ

タイトルに☑を入れてください 
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③グラフの見栄えを向上させる 
（１）棒グラフの幅を広げる 
 

棒グラフの上で一度クリックしてから右クリックし「データ要素の書式設定」をクリックすると

書式設定が表示されます。 

系列のオプションの要素の間隔５０％に変更すると棒グラフの横幅が広がります。 
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（２）棒グラフを途中一部省略する 
 
縦軸（棒グラフ左横）部分を一度クリックしてから右クリックすると「軸の書式設定」をクリッ

クすると書式設定が表示されます。 

軸のオプションの「境界値」の最小値を 0.5、最大値を 1.0 に設定し、「単位」の主を 0.1 に設定

します。 

また、表示形式の表示形式コードに[=0.5]"0";G/標準;0%を入力し追加をクリックすると棒グラフ

と軸の表示が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表示形式コードについて 

     表示コードに入力した[=0.5]"0"は「0.5 を 0 と置き換える」、0％は「〇〇％で表示す

る」という意味です。 
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グラフの省略部分に波線を引き、グラフは完成です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    波線の作り方 

 

   Excel の挿入タブの「図形」にある「曲線」をクリックし、曲線を引き 2本コピーする。 

   中央の線の幅を広くし、3 本重ね、中央の枠線を白に変更しグループ化する。 
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（参考）他の地域のグラフや地域別のグラフの作成 
（ア）加賀地域のグラフの作成 
②（１）（11ページ）の手順で、「能登」ではなく「加賀」を集計すると下図のグラフが作成でき

ます。 
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（イ）地域別のグラフ作成 
②（１）（11 ページ）の手順で、「加賀」と「能登」の間に一行挿入し、それぞれの地域の合計（F

列、G列、K 列、L列は比率）を集計し、下記の図のグラフを作成できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


